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令
和
二
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

❖
学
位
論
文
題
目
一
覧

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

真
島　
　

毅

天
皇
の
軍
隊
に
お
け
る
絶
対
服
従
の
論
理

―
二
・
二
六
事
件
を
事
例
と
し
て
―

［
彙
報
］
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［彙報］令和元年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｃ

大
石
和
久 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

須
田
一
弘 

教
授

❖
授
業
科
目
及
び
担
当
者

●
日
本
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

※
非
常
勤
科
目
は
実
際
に
開
講
し
た
科
目
の
み
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授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

佐
藤
貴
史 
教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森 

一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森 

一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

大
森 

一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

仲
松
優
子 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
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［彙報］令和元年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅲ

中
村 

三
春 

講
師

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
谷
通
順 
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

鈴
木
英
之 
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

徳
永
良
次 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

寺
田
吉
孝 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅰ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅱ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅱ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅲ

中
村
英
重 

講
師

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
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授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

渡
部
あ
さ
み 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅳ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ａ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ｂ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

小
柳
敦
史 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅰ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅱ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅲ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅰ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅱ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程
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◎
二
〇
二
一
年
度
第
一
回
〔
全
体
ゼ
ミ
〕（
修
士
課
程
二
年
・
中
間

報
告
）

　

七
月
三
日
（
土
）
10
：
30
〜
11
：
30
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

修
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
一
名
の
院
生
が
次
の
題
目
で
論
文

の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加
者
約
30
名
）。

　
　

蟬
塚　

咲
衣　
「
民
俗
芸
能
の
導
入
と
継
承
」

◎
二
〇
二
一
年
度
第
二
回
〔
全
体
ゼ
ミ
〕（
中
間
報
告
）　

　

十
一
月
六
日
（
土
）
10
：
00
〜
11
：
40
、
本
学
６
号
館
Ｃ
31
番

教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
に
在
学
す
る
三
名
の
院
生

が
次
の
題
目
で
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発
表
し
た

（
参
加
者
約
30
名
）。

　
　

長
田　

直
美　
「
現
代
短
歌
に
お
け
る
社
会
詠
の
位
相
―
癒
し

　
　
　
　
　
　
　

と
救
い
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
―
」

　
　

細
川　

夏
歩　
「
ア
イ
ヌ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
に
つ
い
て
」

　
　

西
村　

秋
桜　
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
の
談
話
の
変
容
―

　
　
　
　
　
　
　
「
断
り
」
の
発
話
行
為
か
ら
見
る
女
性
の
談
話
の

　
　
　
　
　
　
　

変
容
―
」

◎
北
海
学
園
大
学
人
文
学
会
第
九
回
大
会

　

二
〇
二
一
年
十
二
月
九
日
（
木
）
14
：
20
〜
16
：
00

　
　

本
学
34
番
教
室
に
て
人
文
学
会
第
九
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
大
会
は
片
岡
耕
平
先
生
と
丸
島
歩
先
生
に
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
と
展
望
に
つ
い
て
ご
発
表
い
た
だ
い
た
。

　
　

片
岡
先
生
は
中
世
の
穢
れ
の
概
念
と
時
間
認
識
を
研
究
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
。
今
回
は
「
借
金
の
帳
消
し
は
、
な
ぜ
「
徳
」
政

な
の
か
」
と
題
し
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
在
職
時
か
ら
研
究

を
継
続
さ
れ
て
い
る
時
間
認
識
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
徳
政
の
用
例
を
紹
介
さ
れ
、

時
間
認
識
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
ら
れ
た
上
で
、
徳
政

令
が
時
間
の
永
続
性
を
断
ち
切
る
反
復
的
な
時
間
認
識
を
も
つ

概
念
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
た
。

　
　

丸
島
先
生
は
日
本
語
音
声
学
と
日
本
語
教
育
を
専
門
に
さ
れ
、

発
話
速
度
、
学
習
者
音
声
、
非
日
本
語
母
語
話
者
の
た
め
の
日

本
語
、
音
声
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
を
研
究
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
今

回
は
「
演
技
音
声
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
の
イ

メ
ー
ジ
」
と
題
し
て
、
同
一
女
性
声
優
が
男
性
役
／
女
性
役
を

演
じ
分
け
る
音
声
を
周
波
数
・
母
音
フ
ォ
ル
マ
ン
ト
・
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
性
格
印
象
の
観
点
か
ら
詳
細
に
分
析
し
、
そ
の

結
果
を
報
告
さ
れ
た
。

文
学
研
究
科
教
育
・
研
究
発
表
活
動
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両
先
生
の
発
表
後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
教
員
同

士
の
有
意
義
な
研
究
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

　
　

司
会
：
柴
田　

崇
（
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
）

　
　

・
発
表

　
　
　

○
借
金
の
帳
消
し
は
、
な
ぜ
「
徳
」
政
な
の
か

　
　
　
　

片
岡
耕
平
（
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）

　
　
　

○
演
技
音
声
の
表
現
に
あ
ら
わ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
の 

　
　
　

イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　

丸
島　

歩
（
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）
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…

編
集
後
記

◉
『
年
報
新
人
文
学
』
第
18
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
、
論
文
二
本
、
研
究
ノ
ー
ト
一
本
を
収
め
て
い
ま
す
。
例
年
に
比
し
て
少
な
い
の

で
す
が
、
研
究
ノ
ー
ト
も
含
め
、
力
の
こ
も
っ
た
論
考
と
な
っ
て
い
ま
す
。
執
筆
さ
れ
た
方
々
、
厳
正
な
査
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に

は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
巻
頭
言
は
、
本
学
教
授
大
谷
通
順
先
生
か
ら
「
こ
と
ば
の
履
歴
書
―
「
人
文
」
と
「
文
化
」」
と
題
し
て
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
を
巡
る
こ
と

ば
の
使
用
法
が
変
化
し
て
い
る
実
例
を
、
中
国
と
日
本
の
「
人
文
」
と
「
文
化
」
と
い
う
語
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
背
景
に

よ
り
異
な
っ
た
変
遷
を
示
し
て
い
く
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◉
片
岡
耕
平
氏
か
ら
「
日
本
中
世
徳
政
論
再
考
の
た
め
に
―
も
の
は
も
ど
ら
な
く
て
も
時
は
う
ご
く
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
論
考
を
投
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
片
岡
氏
は
昨
年
度
着
任
さ
れ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
教
員
・
学
生
・
院
生
と
の
交
流
も
ま
ま
な
ら
な

い
中
で
、
現
在
の
研
究
動
向
の
ひ
と
つ
を
お
示
し
い
た
だ
き
、
氏
の
研
究
分
野
の
一
端
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
片
岡
氏
の
主

眼
は
、
日
本
中
世
社
会
を
特
徴
付
け
る
「
徳
政
」
に
つ
い
て
、
折
口
信
夫
の
時
間
論
に
基
づ
く
徳
政
論
の
再
評
価
と
定
義
を
行
っ
た
も
の
で
、

今
後
の
さ
ら
な
る
進
展
の
期
待
が
持
て
る
論
文
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◉
柾
木
貴
之
氏
に
は
「
平
川
唯
一
「
英
語
会
話
」
テ
キ
ス
ト
の
分
析
―
後
の
ラ
ジ
オ
講
座
を
踏
ま
え
て
―
」
と
題
し
た
論
文
を
投
稿
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
カ
ム
カ
ム
エ
ヴ
リ
バ
デ
ィ
」
の
タ
イ
ト
ル
は
、
平
川
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
英
語
講

座
の
主
題
歌
に
由
来
し
ま
す
。
柾
木
氏
は
平
川
の
「
英
語
会
話
」
テ
キ
ス
ト
を
全
号
読
み
通
し
、そ
の
英
語
や
構
成
を
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
戦
後
間
も
な
い
日
本
で
広
く
親
し
ま
れ
た
平
川
の
英
会
話
テ
キ
ス
ト
と
平
川
以
降
の
英
会
話
テ
キ
ス
ト

を
比
較
し
、
類
似
点
・
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
興
味
深
い
論
文
で
す
。

◉
辻
見
祐
太
氏
か
ら
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
研
究
ノ
ー
ト
を
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
辻
見
氏
は
二
〇
二
一
年
四
月
に
本
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
レ
ビ
記
に
お
け
る
「
穢
れ
」
の
概
念
」
と
題
し
て
、
旧
約
聖
書
レ
ビ
記
に
お
け
る
穢
れ
の

分
類
、
聖
性
の
概
念
、
穢
れ
の
浄
め
の
方
法
に
関
す
る
先
行
研
究
の
動
向
を
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
先
行

研
究
の
整
理
は
自
身
の
研
究
の
方
向
性
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
す
。
今
後
も
着
実
に
研
究
成
果
を
発
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表
し
、
博
士
論
文
へ
と
結
実
す
る
よ
う
な
研
究
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
徳
永
良
次
・
森
川
慎
也
）
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